
2018.8.12 

人はなぜ働くのか？ 
自分の畑を耕す者は食糧に飽き足り、 

むなしいものを追い求める者は思慮に欠ける。 

（箴言12:11） 

じょうずな仕事をする人を見たことがあるか。 

その人は王の前には立つが、身分の卑しい人の前には立たない。 

（箴言22:29） 

「なくなる食物のためではなく、いつまでも保ち、永遠のいのちに至る食物のために働き

なさい。それこそ、人の子があなたがたに与えるものです。・・・」 

（ヨハネ6:27） 

 

１． 私達は  みなに仕える者  です。 

（マルコ10:43～45） しかし、あなたがたの間では、そうでありません。あなたがたの間で偉くなりたいと思う者は、 

みなに仕える者になりなさい。あなたがたの間で人の先に立ちたいと思う者は、みなのしもべになりなさい。 

人の子が来たのも、仕えられるためではなく、かえって仕えるためであり、また、多くの人のための、 

贖いの代価として、自分のいのちを与えるためなのです。」 

 

 

２．私達は  神様の栄光を表す  ために働きます。 

（1コリント10:31） こういうわけで、あなたがたは、食べるにも、飲むにも、何をするにも、 

ただ神の栄光を現すためにしなさい。 

（コロサイ3:23, 24 リビング訳）地上の主人のためだけでなく、主ご自身のために尽くしているように、 

何事においても、喜んで精一杯働きなさい。報酬を下さるのは主キリストであることを、忘れてはなりません。 

キリスト様は、所有しておられるものの中から、有り余るほどの相続分を与えてくださいます。 あなたがたは、 

実は、この主キリストのために働いているのです。 

 

 

３．私達は  全てを福音  のために行います。 

（ヨハネ6:27）「なくなる食物のためではなく、いつまでも保ち、永遠のいのちに至る食物のために働きなさい。 

それこそ、人の子があなたがたに与えるものです。・・・」 

（1コリント9:22, 23） 弱い人々には、弱い者になりました。弱い人々を獲得するためです。すべての人に、 

すべてのものとなりました。それは、何とかして、幾人かでも救うためです。私はすべてのことを、福音のために 

しています。それは、私も福音の恵みをともに受ける者となるためなのです。 
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むなしいものを追い求める者は思慮に欠ける。 

（箴言12:11） 

じょうずな仕事をする人を見たことがあるか。 

その人は王の前には立つが、身分の卑しい人の前には立たない。 

（箴言22:29） 

「なくなる食物のためではなく、いつまでも保ち、永遠のいのちに至る食物のために働き

なさい。それこそ、人の子があなたがたに与えるものです。・・・」 
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（マルコ10:43～45） しかし、あなたがたの間では、そうでありません。あなたがたの間で偉くなりたいと思う者は、 

みなに仕える者になりなさい。あなたがたの間で人の先に立ちたいと思う者は、みなのしもべになりなさい。 
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（ヨハネ6:27）「なくなる食物のためではなく、いつまでも保ち、永遠のいのちに至る食物のために働きなさい。 

それこそ、人の子があなたがたに与えるものです。・・・」 

（1コリント9:22, 23） 弱い人々には、弱い者になりました。弱い人々を獲得するためです。すべての人に、 

すべてのものとなりました。それは、何とかして、幾人かでも救うためです。私はすべてのことを、福音のために 

しています。それは、私も福音の恵みをともに受ける者となるためなのです。 

 

 


